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2015年 3月 6日 

 

（独）科学技術振興機構（ＪＳＴ）の公募型事業（競争的資金） 

の応募に必要な研究倫理に関する教育プログラムについて 
 

独立行政法人科学技術振興機構（JST）が募集する公募型事業（競争的資金）については、平成

27 年度事業（新規提案分）から「申請する研究者は所属機関において研究倫理教育の講習を修了

していること」が応募要件として追加されており、2015 年２月以降に公募が開始されている事業

から対象となっています。 

これに伴い、関連する競争的資金の応募手続に変更があります。ご確認のうえ、必要に応じて下

記の研究倫理教育プログラムを受講してください。 

 

１． 現在受講が可能な研究倫理教育プログラム 

CITI Japan e ラーニングプログラム  http://edu.citiprogram.jp/ 

(※CITI Japan プログラムは e ラーニングによる研究者行動規範教育を機関向けに提供しているサービスです。) 

各事業の公募要領に記載のとおりＪＳＴを通じて、上記プログラムを受講することも可能

ですが、随時受講できるよう「同志社大学研究開発推進機構」として機関登録しました。 

受講を希望される場合は、ID を発行しますので、研究開発推進課（京田辺リエゾンオフィ

ス）にお問い合わせください。 

e-mail  jt-liais@mail.doshisha.ac.jp     内線 6223 

http://liaison.doshisha.ac.jp/news/2015/0303/news-detail-429.html 

 

２． 応募手続の変更点   

e-Rad (府省共通研究開発管理システム)  http://www.e-rad.go.jp/ 

    e-Rad を通じてＪＳＴの公募型事業に応募する場合、応募登録画面に『個別項目』が追加

されました。公募要領に従い、『個別項目』に表示される設問に答えてください。設問の内

容は公募要領によって異なる場合がありますが、以下の１～４を概要とする項目について

□レチェックを、5については受講状況を選択して回答することが求められます。(入力画面

参照) 
1) 公募要領に記載の注意事項等に則った応募であることを確認した。 

2) 「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドラインの内容を理解して、遵守

することを誓約する。 

3) 「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン」の内容を理解して、遵守

することを誓約する。 

4) 申請にあたり研究不正行為を行わないことを誓約する。 

5) 研究倫理の教育プログラムの受講状況について 

(1) 所属研究機関で受講済(3)以外 

(2) 所属研究機関で受講予定（応募締切後 30日以内） 

(3) CITI Japan eラーニングプログラムを受講済 

(4) JST を経由し受講予定（応募締切後 30 日以内） 

6) CITI Japan e-ラーニング修了証番号(受講者のみ)  (上記(3)を選択した場合) 

http://edu.citiprogram.jp/
mailto:jt-liais@mail.doshisha.ac.jp
http://liaison.doshisha.ac.jp/news/2015/0303/news-detail-429.html
http://www.e-rad.go.jp/
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   注意点）受講予定を選択した場合は、修了証番号を応募締切後 30日以内に配分機関に通知

する必要があります。通知できなかった場合は応募が認められません。 

現在受講できる研究倫理の教育プログラムは CITI Japan eラーニングプログラム

のみとなります。(1)(2)は所属機関が用意したプログラムを指しますので、受講済

の場合は(3)、これから受講する場合は(4)を選択してください。(3)を選択した場

合は６）のスペースに修了証番号を入力してください。 

 

  ＜e-Rad 入力画面＞（例）※事業によって一部文言が異なる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ 

  研究開発推進課（京田辺リエゾンオフィス） 

 e-mail  jt-liais@mail.doshisha.ac.jp     内線 6223 

 

mailto:jt-liais@mail.doshisha.ac.jp

